
1 

平成２９年度事業 進捗状況 

 

１．「足袋・足袋蔵」デジタルプロモーション事業 

 ①番組放映・動画製作等  

実施状況・完了見込 日本遺産の魅力を放映する BS-TBS 番組「日本遺産シーズン２」で 12 月

10日に『足袋蔵のまち 行田』が放映されました。 

また、観光ＰＲ動画及び足袋の歴史・製造工程の動画については、製作中

であり、完成後は市庁舎や郷土博物館などの市内各施設や小中学校等で放

映いたします。 

  

  

②日本遺産ウェブサイト開設及び観光プロモーション基礎調査委託 

実施状況・完了見込 日本遺産を中心とした行田の魅力を発信する専用ウェブサイトを製作中 

です。また、観光プロモーションの基礎調査・分析についても実施中です。 

 

２．「足袋・足袋蔵」プロモーション事業 

実施状況・完了見込 日本遺産パンフレットを 5万部作成し、12月 13日に全戸配布しました。 

また、ＪＲ行田駅前看板ポスター及びのぼり旗を年内に設置します。 

 

３．日本遺産認定記念ブース・日本遺産ガイダンスセンター 

実施状況・完了見込 ①日本遺産認定記念ブース 

 10 月 16 日までに商工センター、教育文化センターみらい、さきたま史

跡の博物館、古代蓮の里に設置しました。 

②日本遺産ガイダンスセンター 

 日本遺産ガイダンスセンター設置事業における事業者について、12月 11

日から 12 月 25 日までプロポーザルの公募を市ホームページで実施して

います。 

 

４．郷土博物館の足袋関連展示充実（外国語音声ガイド） 

実施状況・完了見込 外国人来訪者に対応するため、６ヶ国言語（日本語・英語・中国語・韓国

語・ポルトガル語・スペイン語）の音声ガイドを製作中であり、完成後、

平成 30年 4月より運用予定です。 
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５．観光ガイド育成事業 

実施状況・完了見込 シルバー人材センターや観光ボランティア、観光案内所職員などを対象者

とした講座を 12月下旬より全 7回予定しています。 

 

６．藍染・足袋製造実演技術者養成～観光実演・体験指導 

実施状況・完了見込 藍染実演技術者養成講座及び足袋製造実演技術者養成講座ともに 1 月下旬

より全 6回（定員 5名）予定しています。 

参加者は市報 1月号及びホームページで募集する予定です。 

 

７．日本遺産セミナー開催等 

 ①日本遺産セミナー 

実施状況・完了見込 セミナー名：「日本遺産とこれからのまちづくり」   

開 催 日：11月 5日 

場  所：教育文化センター「みらい」 

来場者数：163人 

 第１部「日本遺産と地域活性化」 

      講師：デービット・アトキンソン 氏 

 第２部「歴史的遺産と共に暮し共に活かすまちづくり」 

      講師：いしだたみの会会長 大竹 均 氏 

           〃   マネージャー 田野 好子 氏 

    「足袋蔵を活かしたまちづくり」 

      講師：NPO法人ぎょうだ足袋蔵ネットワーク 

         代表理事 朽木 宏 氏 
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②日本遺産サミットｉｎ京都 

実施状況・完了見込 開 催 日：7月１日・7月 2日 

場  所：けいはんなイノベーションセンターＫＩＣＫ 

来場者数：22,000人（主催者発表） 

紹介パネルやＰＲブース展示、来場者へのパンフレット配布などを行

うとともに、日本遺産の認定ストーリーについてホットスピーチを行

い、行田の日本遺産をＰＲしました。 

  

 

③ツーリズムＥＸＰＯジャパン 

実施状況・完了見込 開 催 日：9月 21日から 9月 24日 

場  所：東京ビッグサイト   

来場者数：191,500人（主催者発表） 

紹介パネル（デジタルサイネージ）やＰＲブース展示、来場者へのパ

ンフレット配布などを行い、行田の日本遺産をＰＲしました。 
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８．日本遺産勉強会・講座の開催 

実施状況・完了見込 第１回 開催日：9月 30日 

場 所：郷土博物館  

    内 容：日本遺産と行田市のストーリーについて学ぶ 

参加者：13名 

第２回 開催日：10月 28日 

場 所：足袋蔵まちづくりミュージアム他  

    内 容：日本遺産の構成資産を徒歩でめぐる 

    参加者：20名 

第３回 開催日：11月 25日 

場 所：石田堤他  

    内 容：日本遺産の構成資産を徒歩とバスでめぐる 

    参加者：19名 

第４回 開催日：12月 16日 

場 所：郷土博物館  

    内 容：「行田足袋のあゆみ」 講師：田村 均 氏（埼玉大学教授） 

    参加者：21名（12/11時点） 

 今年度はあと 2回（第 5回 1月、第 6回 2月）開催を予定しています。 

  

 

９．足袋蔵モニターツアー・足袋づくり体験ツアー 

実施状況・完了見込 インバウンドを見据え、高い情報発信力を持つ若い外国人や市民を対象と

し、1月と 2月に開催を予定しています。 

 

10．足袋検定の実施 

実施状況・完了見込 博物館来館者を対象とし、1月中旬より実施するため、問題・解答を各 2,500

部、認定証を 2,000部製作中です。 

 

11．日本遺産タペストリーの作製・設置 

実施状況・完了見込 年内に市内各所に設置します。 
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12．足袋蔵等の近代化遺産の詳細調査 

実施状況・完了見込 足袋蔵 1 棟の詳細調査を 1 月から実施し、3 月中旬に調査結果がまとまる

予定です。 

 

13．足袋蔵等再活用のマーケティング・リサーチ 

実施状況・完了見込 「足袋と足袋蔵のまち行田ブランド」と「地域資源を活用した稼ぐまち」

の確立に向け、マーケティング・リサーチ事業を実施します。なお、本事

業の事業者については、12 月 11 日から 12 月 25 日までプロポーザルの公

募を市ホームページで実施しています。 

 

14．ぱっとわかる案内板整備事業 

実施状況・完了見込 既存の案内板・説明板に貼付する日本遺産ステッカーを 30枚発注し、 

それぞれ貼付済みです。新規に設置する大型説明板（3 基）、構成資産に設

置する説明板（4基）及び小型案内板（マンホールタイプ 5基）は順次、設

置します。また、バスターミナル駐車場への誘導案内板（６基）を年内に

設置します。 

 

15．その他（行田みらい塾） 

実施状況・完了見込 第１回 開催日：9月 24日  場 所：商工センター及び牧禎舎   

    参加者：第 1部 112人、第 2部 39人 

    第１部 「日本遺産の価値と活用法 

          ～足袋蔵のまち、行田の魅力をどう伝えるか～」      

        講師：東洋大学院客員教授 丁野 朗 氏 

    第２部 ワークショップ 

第２回 開催日：12月 9日  場 所：商工センター     

    参加者：第 1部 44人、第 2部 41人 

    第 1部 「行田ブランドのつくりかた 

          ～日本遺産を活用したブランド商品の開発～」 

講師：株式会社玄 代表取締役 政所 利子 氏  

    第 2部 ワークショップ 

今年度はあと 1回（1月 21日）開催を予定しています。 

  


